
郡⼭市⽂化施設における⺠間活⼒導⼊可能性調査業務
（調査対象箇所︓郡⼭市⺠⽂化センター、郡⼭市⾳楽・⽂化交流館） 【調査主体】郡⼭市

調査対象事業の概要／施設の概要 検討経緯等

事業化に向けて解決すべき課題及び検討すべき内容

① 郡⼭市⺠⽂化センター

建物名称︓けんしん郡⼭⽂化センター
所在地 ︓福島県郡⼭市堤下町1番2号
敷地⾯積︓9,906.64 ㎡
建築⾯積︓6,366.251 ㎡
延床⾯積︓19,693.947 ㎡
構造等 ︓SRC造／地下2階、地上5階
竣⼯年 ︓1984（昭和59）年9⽉

② 郡⼭市⾳楽・⽂化交流館

建物名称︓郡⼭市ミューカルがくと館
所在地 ︓福島県郡⼭市開成⼀丁⽬1番1号
敷地⾯積︓5.934.95㎡
建築⾯積︓1,306.00㎡
延床⾯積︓1,926.98㎡
構造等 ︓RC造、⼀部Ｓ造／地上2階
竣⼯年 ︓1980（昭和54）年

 両施設ともに開設から35 年以上が経過
していることから、劣化対策、新しい⽣活
様式への対応、カーボンニュートラルへの
対応等の⾯から課題を抱えている。

 令和２年度において、優先的検討基準
に基づく検討を⾏い、ＰＰＰ／ＰＦＩ
の有効性は⾼いと判断した。
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調査の流れ／調査内容

今後の進め⽅ 想定される課題
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 事業スキームの検討・整理を継続し、事業化時点
における具体的な官⺠連携スキームを明確化する。

 上記を踏まえ、ＰＰＰ／ＰＦＩ事業等の形で、
必要な改修等に関する設計・⼯事等の業務を発
注する。

 劣化診断調査の結果、中⻑期保全計画の内容等を踏まえ、官⺠連携事
業において適切な業務範囲や事業スキームについて明確化する必要がある。

 また、改修の費⽤が多額になることから、市の財政計画との整合、他の施設
の整備、改修との時期の調整が必要となる。

集約化
2施設の役割の⼤きな重複は⾒られず、
稼働率も⾼い。⼀⽅で、⽂化センターの
会議室等、相対的に稼働率が低い諸室
もある。

運営の
⼀体化

2施設の連携、地域や他施設との連携
や情報発信、教育等の活動を積極的に
展開していくことが期待される。

事業⼿法
⺠間ノウハウを最⼤限に活⽤する⼿法と
してはPFI（RO）⼜はDBO。市の⽀出
の平準化の点でPFI（RO）が優位。

事業範囲
（改修）

スケールメリットや⼯事の効率性の観点か
らは2施設の改修を同⼀事業としたほう
が望ましい⼀⽅、⾳楽・⽂化交流館の改
修規模が⼩さいこと、多少離れた⽴地で
あること、地元参画、改修による閉館時
期の柔軟な調整の点からはデメリットがあ
る。

事業範囲
(管理
運営)

１つの主体が施設整備から管理運営ま
でを⼀体的に実施することが望ましい⼀
⽅、柔軟な運営の変更が難しい、競争
性の確保が難しい等の課題がある。

事業化検討
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